
人口 235，646人

t量帯 75，766世帯

(63勾 1月 1幻玉見在)

ご
み
の
量
の
場
大
と
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
三
か
年
青
な
ら
投
入
で
き
ま
す
。
収
隼
早

計
画
て
大
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
怨
護
者
選
め
て
い
ま
し
た
「
新
し
い
ご
み
焼
却
を
投
入
口
に
つ
け
る
と
、
ご
み
ピ

ッ
ト
か
ら
発
生
す
る
臭
気
が
外
に

施
設
」
が
ま
も
な
く
申
渓
し
ま
す
。
焼
却
世
炉
の
火
入
れ
式
は
十
二
空
白
に
タ
心
れ
、
現
在
誌
も
れ
な
い
よ
う
に
取
り
付
け
ら
れ

運
転
中
で
す
が
、
調
惑
が
終
わ
る
三
月
十
五
日
ご
ろ
業
者
か
ら
一
引
き
渡
さ
れ
、
一
一
一
月
二
十
九
日
た
犠
吾
荷
主
一
層
が
自
動
的
に
開
き

に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
総
工
費
は
四
十
四
億
照
子
三
十
日
万
円
。
そ
れ
で
は
か
ク
リ
ー
ン
な
ご
み
を
投
入
?
￥
ま
9
0

投
入
口
五
基
の
う
ち
一
基
は
、

施
設
。
ご
み
焼
却
施
設
悲
紹
介
し
ま
す
。

持
ち
込
ま
れ
る
ご
み
の
中
に
、
危

現
在
の
ご
み
焼
却
施
設
は
、
開
明
か
ら
一
子
一
か
年
計
話
で
、
新
し
い
焼
式
燐
詞
炉
」
が
、
一
一
一
義
設
鐙
さ
れ
険
物
な
ど
の
焼
却
不
渡
物
が
な
い

和
四
十
七
年
に
建
設
し
た
処
理
能
お
一
施
設
の
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
民
の
み
な
か
点
検
す
る
た
め
の
、
ダ
ン
ピ
ン

カ
一
包
九
十
ト
ン
の
焼
却
炉
二
幕
た
。
さ
ん
が
排
出
す
る
可
熱
こ
み
の
率
一
グ
ボ
ッ
ク
ス
も
設
置
さ
れ
て
い
ま

と
、
昭
和
五
十
一
一
年
に
増
設
し
吋
工
場
擦
と
管
理
警
は
、
…
日
平
均
百
八
十
ト
ン
あ
り
す
。
占
撃
は
、
ボ
タ
ン
一
っ
て

焼
却
炉
一
基
で
、
昨
熱
ご
み
の
』
ま
す
が
、
新
し
い
焼
却
炉
の
処
理
立
ち
ム
が
り
、
ご
み
ピ
ッ
ト
に
投

理
を
し
て
き
ま
し
た
。
新
し
い
焼
却
施
設
は
、
工
場
棟
能
力
は
三
慕
で
一
日
二
百
九
十
町
出
入
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
増
え
続
け
る
ご
み
の
(
延
べ
面
積
五
千
五
百
九
平
方
ト
ン
あ
り
、
将
来
の
人
口
の
増
加
投
入
ス
テ
ー
ジ
と
外
部
は
、
ェ
列
な
の
で
、
定
期
間
点
検
や
修
理
等
は
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
加
え

量
と
、
生
活
登
山
等
安
在
に
よ
れ
)
と
、
管
理
棟
(
経
へ
面
積
八
に
十
分
対
応
で
き
る
施
設
と
な
っ
ア
1
カ
1
一
ア
ン
と
自
動
騨
で
シ
ャ
は
、
一
炉
の
み
停
止
す
る
だ
け
で
て
、
発
生
を
抑
え
ま
す
。
光
化
学

り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
ご
み
質
百
五
十
五
受
忍
じ
に
分
か
れ
て
て
い
ま
す
。
フ
ト
ア
ウ
ト
し
て
お
り
、
臭
気
が
す
み
、
ご
み
の
処
理
に
支
障
の
な
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
と
な
る
窒
素
酸

が
多
様
化
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
お
り
、
渡
り
廊
下
で
窪
枕
し
て
い
工
場
内
の
仕
組
み
外
へ
も
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
い
よ
う
わ
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
化
物
対
策
も
ご
き
て
い
ま
す
。

て

、

ご

み

の

処

理

能

力

が

低

下

し

、

ま

す

。

ご

み

を

た

め

る

ピ

ッ

ト

や

ま

す

。

ち

ろ

ん

、

煙

突

も

一

♂

一

本

あ

る

わ

け

ま

た

、

焼

却

炉

か

ら

出

る

煙

飽
和
状
態
と
な
り
ま
し
た
ー
さ
ら
焼
却
炉
、
中
央
制
御
室
な
ど
の
ご
市
内
か
ら
収
集
し
て
き
た
ご
み
ご
み
ど
ッ
ト
の
容
量
は
、
一
一
一
千
で
す
が
、
コ
一
衛
集
合
型
な
の
で
外
は
、
ガ
ス
冷
却
案
で
冷
や
し
、
電

に
、
施
設
の
若
朽
化
が
一
層
拍
車
み
焼
却
施
設
は
、
す
べ
て
工
場
棟
収
集
車
は
、
計
量
機
を
濁
り
、
投
一
一
一
百
立
方
れ
で
、
一
千
古
五
十
五
回
棋
は
一
本
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
気
集
じ
ん
器
で
、
ば
い
じ
ん
を
捕

を
か
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
に
入
っ
て
い
ま
す
。
入
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま
す
。
ご
み
ト
ン
の
ご
み
が
た
め
ら
れ
ま
す
。
煙
突
の
高
さ
は
、
八
十
れ
あ
り
、
集
し
ま
す
。
捕
棄
し
た
灰
も
、
飛

す
。
ご
み
焼
却
炉
は
、
一
日
二
十
四
を
た
め
る
ピ
ッ
ト
へ
の
投
入
口
ご
み
ピ
ッ
ト
の
中
に
は
、
一
度
に
街
地
に
赤
色
の
ラ
イ
ン
が
三
本
入
び
散
ら
な
い
よ
う
灰
罰
化
設
備

そ
こ
で
、
ご
み
処
理
を
円
滑
に
時
間
稼
働
で
九
十
八
ト
ン
の
ご
み
は
、
五
基
あ
り
、
投
入
口
の
よ
に
一
・
六
ト
ン
の
ご
み
を
つ
か
む
と
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
も
の
で
、
大
神
で
、
セ
メ
ン
ト
と
水
を
混
ぜ
、
国

処
理
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
年
度
を
処
理
す
る
「
全
自
動
連
続
燃
焼
信
号
機
が
付
い
て
い
丈
信
号
が
と
の
で
き
る
大
き
な
ク
レ
ー
ン
が
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
め
て
か
ら
埋
め
立
て
地
へ
搬
出
し

二
義
働
き
、
燃
焼
し
や
す
い
よ
う
と
な
る
で
し
ょ
う
。
晴
れ
た
臼
に
ま
ず
。

に
か
く
は
ん
し
な
が
ら
、
ご
み
を
は
、
遠
く
湘
車
平
か
ら
も
く
っ
き

不
燃
物
の
処
理

、
，
破
砕
機
の
ホ
ッ
パ
(
受
け
入
れ
口
)
り
見
え
ま
す
。

制

へ

遼

び

ま

す

。

運

ほ

れ

た

ご

み

は

、

ご

み

の

燃

え

殻

は

、

焼

却

炉

下

中

央

制

御

護

市

破

砕

機

で

約

十

五

今

に

破

砕

さ

部

か

ら

コ

ン

ベ

ヤ

で

取

り

出

し

、

仲
れ
、
管
ん
機
に
送
っ
て
章
一
二
階
の
中
央
制
御
中
等
は
、
ク
不
燃
物
振
動
ふ
る
い
で
分
離
さ

時
ず
つ
焼
却
炉
に
投
入
し
ま
す
。
レ
ー
ン
操
作
や
ご
み
破
狩
機
、
焼
せ
、
不
燃
物
磁
選
機
に
よ
り
、
鉄

制
緩
新
鋭
焼
却
炉
却
炉
な
ど
の
焼
却
襲
を
、
コ
ン
類
は
資
源
号
、
不
燃
物
は
埋
め

按

ビ

ュ

ー

タ

1
宇
品
利
用
し
た
語
読
懇
立
て
地
へ
搬
拘
レ
ま
す
。
不
燃
物

倒
焼
却
炉
は
、
七
百
度
く
ら
い
に
で
、
集
中
管
理
を
し
ま
す
。
こ
の
に
混
じ
っ
て
出
て
く
る
砂
は
、
砂

州
熱
せ
ら
れ
た
書
空
気
で
流
動
さ
監
視
盤
に
は
、
ピ
ッ
ト
の
翼
循
環
コ
ン
ペ
ヤ
で
焼
却
炉
へ
警

加
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
を
燃
え
警
の
模
様
、
炉
の
肉
筆
の
運
れ
、
襲
使
用
さ
れ
ま
す
。

山
や
す
く
し
な
が
ら
、
速
い
速
度
で
霊
祭
工
費

Z
E狭
山

余

熱

利

用

は

。
燃
や
す
こ
と
の
で
き
る
「
流
動
床
出
さ
れ
る
た
め
、
ご
み
の
動
吉
カ

鍛
式
燃
焼
炉
」
て
連
縫
嘩
転
の
で
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
す
。
約
九
百
度
の
混
度
を
も
っ
排
ガ

明
日
日
間
同
盟
問
油
公
害
対
策
の
施
設
山
町
民
間
綿
製
鰐

引
か
ピ
ッ
ト
の
臭
気
を
含
ん
だ
空
気
公
警
の
少
な
い
施
設
で
す
か
の
墜
一
夜
給
湯
は
も
ち
ろ
ん
、
東

で
を
、
強
制
約
に
焼
却
炉
に
送
り
込
ら
、
前
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
ご
部
福
裂
軍
備
中
日
寿
荘
の
ふ
ろ
場
等
'

以
み
、
臭
気
物
質
異
議
ま
た
み
ピ
ッ
ト
で
一
発
生
子
る
臭
気
需
の
給
湯
な
ど
に
も
利
用
し
ま
す
。

新
は
酸
化
さ
せ
、
臭
気
を
取
る
と
い
本
は
、
炉
内
で
焼
却
処
理
し
ま
古
い
焼
却
施
設
は
、
引
き
続
い

う
役
厨
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
す
。
ご
み
を
焼
却
す
る
と
き
発
生
て
解
体
し
、
跡
地
は
遊
間
な
vrγ
必

ま
た
、
焼
却
炉
は
、
一
炉
一
系
ず
る
塩
化
水
素
や
硫
黄
酸
化
物
要
な
施
設
の
轄
擦
を
行
い
ま
す
。

ュー:ョ

コンピユ-7 で集中管王璽をする中先首都府矧重量
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ふ
A
明

〈
〉
一
般
法
捧
指
談

2
月
四
日
(
大
)
、

2
円
口
付
(
火
)
、

3
H
3
H
(
木て

3
月
8
日
(
火
)

予
約
制
(
屯
話
で
も
γ

立、

UMU43
日
時

〈
い
登
記
、
世
託
-
謝
嚢
布
制
緩

3
月
日
日
(
金
)
、
日
時
L
J
、同時

ひ
一
般
市
開
民
相
語
訳
惇
白
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
て
、
日

曜
-
祝
日
は
除
く
)

八
十
ゾ
消
費
生
活
相
経

2
片
山
口
(
金
)
、
出
け
(
金
)
3
バ
4
け(金)、

刊
時
1
日
時

々
定
問
年
金
相
該

3
汀
刊
日
(
士
、
刊
時
1
日時

〈
発
明
考
案
懇
話
談

3
月
7
日
(
月
)
、
叩
時
1
日
時

〈
り
下
鵠
除
問
引
相
認

2
月
四
日
(
木
~
、
日
時
剖
分
J3
日
時

三
住
宅
相
銭

2
月
日
H
(
火
)
、
日
時
、

J

日
時

青
少
年
栂
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
一
階
)

お
!
七
一
一
一
一
一

月
t

、}金曜日
9
時
i
M時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
〉
悩
み
ご
と
は
“
ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
H

お

i
七
八
一
一
一

O

月
t

、
土
曜
日
9
時
3
国
時
却
分

明

窓

会

館

お

よ

一

一

ニ

一

一

一

一

一

一

。
心
一
蹴
ご
と
相
談
嬉
遇
月
曜
日
、
日
時
1
日
時

。
母
千
据
絞
毎
週
月
3
金
曜
百
、

9
時
P
M時

。
輩
鹿
児
福
地
相
談
檀
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
5
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
河
内
1
金
曜
日
、

9
時
却
分
S
M即時

上
曜
日
は
四
時
ま
で

。
購
入
相
談
毎
角
第
3
木
曜
日
、
叩
時
3
日
時

長
野
県
佐
久
市
の
グ
リ
ー
ン
モ
l
ん
を
品
明
察
す
る
モ
一
一
タ
i

市
で
は
、
市
民
と
の
パ
イ
プ
没
人
の
う
ち
、
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
方
は
、
応
募
で
き
な
い
)

と
し
て
働
い
て
い
た
だ
く
、
市
政
る
十
五
人
を
…
般
公
募
す
る
。
難
マ
任
期
4
月
1
日
か
ら
釘
年
3

モ
ニ
タ
ー
の
募
集
を
す
る
。
期
闘
し
い
仕
事
で
は
な
い
の
で
、
お
気
月
紅
白
ま
で

(
2
年
間
)

は

二

年

問

。

軽

に

ご

応

募

を

o
h
ι

た
し
、
応
募
マ
謝
礼
年
額
一
万
二
千
円

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
は
、
市
者
が
地
域
的
に
偏
る
場
合
は
、
お
マ
申
し
込
み
市
立
公
民
館
、
市

政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
要
望
、
断
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
役
所
市
民
棺
該
室
に
備
え
て
あ
る

苦
情
号
、
重
お
気
付
き
の
点
な
お
、
残
り
一

A

一
分
の
二
の
市
政
申
込
堂
言
、
所
定
の
事
項
を
記
入

を
市
に
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
モ
ニ
タ
!
は
、
地
域
推
せ
ん
主
市
の
}
コ
ヘ

2
月
日
目
白
(
月
)
ま
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
広
聴
パ
ト
ロ
長
推
せ
ん
に
な
っ
て
い
る
。
に
市
広
報
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

l
ル
、
古
川
由
民
の
つ
ど
い
な
ど
の
参
ヤ
応
募
資
格
二
土
蔵
以
上
空
巾
す
る
。

加
が
主
な
仕
事
。
民
(
間
四
や
地
方
公
共
闘
体
の
職
員
マ
あ
て
先
干
加
平
塚
市
浅
嗣
同
町

今
回
は
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
五
十
や
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
に
あ

9
i
1
平
壌
如
広
報
課
広
聴
係

中央公民童書簡際震計主年記念

圭護 持者 .，0.. 
お守幸 1>". :D: 

今ある住まいの改善方法

とき 2.Fl20認伐)

午後 1 時30分~3 時30分

ところ 中央公民書官

講師天野彰氏(建築家)

①申し込み はがきに住所、氏名、電話

番号、年齢、勤務先を記入のうえ、中央

公民館へ申し込みを。(先着150名)講横

終了後相談コーナ を設ける。

・中央公民館 宇 254平塚市追分 1-20

霊草言舌 34一一2111

れ
た
児
蚕



第 439号

申
告
の
狽
談
は

・
市
役
所
市
民
襲
警
」
徴

収
係
(
内
線
二
七

0
1一一七

.
平
田
明
枝
務
寝
所
得
第
1
部

門
(
露
目
勾
一
間

δ
O内

線
一
ぃ
ハ
八

J

(3) 

八
ソ
施
設
見
学
会
〈
一
般
〉
①
3
月

M
a

(
木
)
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場

1
博
物
館

1
白車

荘

1
総
合
公
蜜
(
平
塚
球
場
情
平
塚
競
技
場

)
S清

藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

。
親
子
見
学
会
〈
小
学
生
と
毅
〉

②

3
R
m扇
(
火
)

6

③

3
同
月
災
民
(
木
)
消
防

塁
歪
1
消
妨
総
合
訓
練
場
(
は
し
ご
車
乗
車
)
5

び
わ
青
少
年
金
家
1
遠
藤
涼
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
1
パ
イ
ロ
ッ
ト
資
料
館

場
応
募
方
法
役
復
は
が
き
に
多
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
と
希
望
百
を
記
入
の

う
え
2
片
お
日
(
木
)
ま
で
に
申
し
込
み
を
。

申
U
込
み
先
一
T
加
平
塚
市
浅
両
同
町
九
!
一

平
暗
部
市
役
所
広
報
疑
へ
。

き 2}号26沼働

午 後 1時 30分

く〉ところ 図書撃館ホール

O綴瀦総務と私の入金

務郷小本本暫徹底

埼 玉 県 立 児 玉 高 校 奇 書

。教霞ウエディングソング

がきこえる

O~約台体害事態(電話31-3閃7)
・開披種飽 卓球、パドミントン、パスケッ

ト、軟式陣メ求 C--..，16S朝、バレー(16培~)

2月22罰(月)午韓 Z時~午撞8時まで

• 3月14S(舟) " 

• 3月28臼(月)ノ

向日!佐和子さん

女性とユーモア

阿JII佐和子さん

TBSテレ七ごニュ スキャスター

と き 2汚26沼働午後 6時 15分

ところ勤労会館(3糖大会議蜜)

入場無料

※駐車場がありませんので、事でのご来場は、

ニコ童l葺ください。

相当 平塚市勤労会館竜話32-3355

萄粛に串j剰できます

ただし、おF曹はで容ません



(4) 喜召柄。63年 2月守 58

しどつの人婦年新たれ知

し

た

が

、

こ

こ

は

山

首

矧

な

ど

引

の

白

燃

に

一

一

恵

ま

れ

た

忽

気

の

き

れ

ル

い

な

上

地

で

す

。

制

ま

た

、

こ

の

地

域

に

は

「

土

屋

ぷ

つ

子

を

育

て

る

会

」

が

あ

り

、

各

緑

種

の

斉

少

年

腎

成

毘

体

が

協

力

し

の
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
て
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
均
域
ぐ

胞
特
怜
が
、
私
た
ち
の
乙
供
の
時
と
る
み
室
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

日
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
河
口
ク
一
フ
ス
の
仲
間
を
離
れ
て
と

は
、
「
共
同
仕
入
一
ど
か
ら
利
益
級
生
、
下
級
生
、
あ
る
い
は
勇
女

社
会
」
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
の
別
な
く
同
じ
体
験
の
場
を
作
り

う

こ

と

で

す

。

出

し

て

い

る

と

怠

い

ま

す

。

私
が
子
供
の
こ
ろ
に
住
ん
で
い
そ
し
て
、
上
康
に
は
都
会
り
京

た
大
阪
で
は
、
竹
や
ぷ
や
煉
っ
ぱ
な
庭
と
違
っ
て
、
一
直
代
家
庭
が
多

ど
が
多
く
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
く
、
小
さ
い
時
か
ら
殺
が
お
年
寄

猪

緩

和

子

さ

ん

〕

今

で

は

そ

こ

に

奈

々

が

建

ち

並

ん

り

を

い

た

わ

る

の

を

見

で

育

ち

、

、
で
し
ま
い
、
了
ん
慌
た
ち
の
遊
び
場
大
人
の
意
気
中
世
間
く
羽
阜
慣
が
身
に

綴
綴
曹

F

が
あ
る
の
で
し
一
ふ
う
か
。
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
つ
い
て
い
ま
す
o

そ
の
せ
い
か
核

駅
J
綴
綴
麟
端
的
に
訴
え
は
、
そ
れ
は
福
祉
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
子
供
た
ち
家
践
で
ほ
出
来
な
い
よ
う
な
家
庭

ふ
/
へ
の
意
識
広
告
と
思
い
ま
す
。
は
、
塾
や
け
い
こ
ご
と
に
通

Z
教
育
が
自
然
と
な
苫
れ
て
い
る
よ

い
ぞ
湾
需
詰
い
さ
か
、
雪
の
あ
一
つ
に
な
っ
て
き
丈
近
所
の
仁
級
う
で
す
。

智

慧

警

d
噌
る
々
の
も
乃
で
あ
る
か
の
よ
う
に
也
、
下
級
生
が
暴
露
を
越
え
こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
重
と

ゑ

ベ

忽

わ

れ

が

ち

で

す

。

て

遊

ぶ

こ

と

が

少

な

く

な

り

、

子

地

域

全

停

で

T
叫
慌
た
ち
を
育
て
る

今
か
ら
子
一
?
年
午
前
の
こ
と
、
ほ
し
か
し
、
例
え
は
貯
品
糊
さ
れ
た
山
慌
た
ち
の
共
通
の
体
験
を
通
し
て
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

殺
が
一
人
の
女
性
を
家
に
連
れ
て
道
一
践
を

J

女
心
し
て
歩
け
る
と
い
う
共
向
社
会
を
作
っ
て
い
く
鴻
力
が
ま
た
私
は
、
こ
の
土
産
で
子
供

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
だ
そ
の
こ
と
は
、
単
に
都
市
計
両
に
よ
っ
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
を
育
て
ら
れ
、
地
域
整
円
の
お
手

女
性
は
、
「
ろ
ラ
あ
」
の
方
で
、
て
の
み
綾
比
付
さ
れ
て
い
る
の
で
は
い
ま
私
が
甘
ん
で
い
る
土
屋
に
伝
い
が
で
さ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

落
と
し
た
財
布
を
ひ
ろ
「
て
く
れ
な
く
、
そ
の
根
源
に
は
人
々
心
索
は
、
四
年
前
に
引
っ
越
し
て
き
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
お
礼
に
家
に
き
て
も
ら
っ
た
、
福
を
願
う
、
多
く
の
人
々
の
心
か

と
母
親
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
も
甲
山

私
は
、
そ
の
女
性
と
手
振
り
身
わ
れ
る
の
で
す
。
心
、
「
低
一
が
一
体

絞
り
で
、
お
互
い
に
意
思
が
通
し
と
な
っ
た
、
広
い
窓
吠
の
福
祉
か

合
え
た
こ
と
が
と
て
も
棄
し
か
つ
ら
生
ま
れ
た
道
路
と
も
解
釈
で
き

た
と
い
う
こ
と
を
子
供
心
の
記
憶
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
し
ア
残
っ
て
い
ま
す
し
こ
の
吐
い
の
中
、
一
人
で
は
決
し

私
は
、
成
長
と
と
も
に
す
っ
か
て
生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
生
き

れ
一
応
よ
れ
て
い
京
し
た
が
、
そ

ω悦
二
い
)
勺
以
日
、
お
わ
り
い
に
問
解
L

問
問
本
綾
子
各
んl，¥ 

Z在る前にまず準備体操

一
キ
ロ
、
叫
歳
以
上
5
キロ、

一
一
〉
参
加
料
一
般
五
百
円
、

一
生
三
百
円

一
一
〉
申
込
繍
限

2
同
月
刊
日
臼
(
月
)

法

相

殺

り

良

い

あ

い

さ

つ

は

、

す

一

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

体

育

課

(

篭

る
方
も
、
さ
れ
る
方
も
気
持
ち
の
一
第
一
二
十
四
日
内
一
員
長
一
昨
年
援
し
た
旭
チ
i
ム
は
、
一
一
塁
一

455

良
い
も
の
で
す
。
「
相
手
が
し
た
一
定
大
会
は
、
一
月
イ
日
平
塚
競
技
一
一
院
の
つ
ま
づ
き
(
ト
六
位
)
円
ご
一

一

一

よ

ポ

i
ツ
」

か
ら
」
で
は
な
く
、
ま
ず
自
分
か
一
場
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
コ
ー
ル
山
一
た
り
、
氏
絹
に
出
遅
れ
た
が
、
ョ
一
日

北
問
問
相
親
子
さ
ん

市
内
一
周
駅
伝
競
走
の

絞首守士協Ti盤
清見前地下道の号室直に掲げ

募集

47か所 (1か所の大吉さ

タテ84cm、ヨコ174cm)

4月........<64草 3月

年額72 ， 000丹~120 ， OOO円

場所により異なる

拍せんにより決める

2 月 15 臼~ 2 rJ29日

前公園緑地課

お父さんもお簿記さんもいっしょにランニング無還のないようマイペースで



ら
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

第 439警(5) 

γ
教
室
開
く
し

(円)
500，000 
349.003 
300.000 
72.000 
77，190 

1∞0，000 
1. 079， 932 

10，0制〉

戦

会

戦

勝

グ

グ

グ

戦

大

グ

グ

決

勝

グ

戦

海

球

一

一

一

グ

川

一

一

準

決

一

グ

南

野

リ

リ

リ

一

奈

リ

リ

式

式

リ

一

年

学

ン

刀

刀

刀

ル

リ

M

M

H

神

ン

μ
学
軟
軟
ン
刀
刀
打
刀
リ
υ

H

H

芳
一
一
芳
江
…
開

M
E一
一
一
対
昨

浜

塚

開

問

一

本

都

年

一

関

高

高

一

都

横

平

新

イ

日

首

少

イ

新

県

県

イ

鈴

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

ロ

8

8
門

u
n
u
U
9
口
口
口
9
U
円
以

8
8
8
U
ロ
ロ
ロ
日
江
口

⑪

土

日

土

日

金

土

日

土

日

月

⑧

土

日

⑧

合

白

土

日

火

水

土

白

日

日

目

白

臼

自

白

日

円

一

臼

白

日

日

目

白

日

白

白

日

日

己

匁

却

幻

9
刊

日

目
m
u
n
M
お

加

担

1

3

5

8

H
日

制

お

毘

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

汚

月

月

月

月

月

月

月

月

月

3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
 

時 3月21日(丹)午後 1~寺

横浜大洋一南海

会場平塚球場

入場料出量

「大人 2.500河
内野席 j

L小 人 600f司

r大 人 800内
外 野 席 |

し小人 主)0円

※ 2月初日から平塚球場 (電話 33
1166)およびプレイガイドで発売する
予定。



(6) 

子
供
会
等
の
地
域
活
動
を
活
発

に
す
る
た
め
、
中
学
生
を
対
象
に

「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
i
ダ
i
養
成
講
習

会
」
岸
飽
き
、
マ
ダ
と
な
る

会
講
習
生
を
募
集
す
る
。

榊

マ

期

間

3
月
r
、3

2

ロ
月

(
8回
)

の
マ
対
象
市
丙
の
中
学
生

(
4汚

ト
以
蜂
)
で
、
講
習
会
終
了
後
手

一
供
会
等
の
地
域
活
動
で
活
動
で
き

門

る

人

一
一
マ
募
集
人
員
邸
入

h

マ
締
め
切
り

3
月
7
日
(
月
)

マ
費
用
康
郎
と
し
て
無
料
。
た

だ
し
、
宿
泊
を
伴
う
場
合
な
ど
、

内
容
に
よ
り
…
部
負
M
出
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
る
。

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
各

地
区
平
供
会
音
成
連
絡
協
議
会
長

ま
た
は
青
少
年
課
育
成
保
へ
。

1 151:1 2913 

1 Ei 15 c'l 29臼

2 fJ 16[3 30 日

3 17行 31日

3 [i 17f=l 31f= 

4 E-1 18 ['1 

5 f] 19日

8 fヨ22[-ヨ
8 IJ 22臼

9 Ll 23H 

101:3 
10 江 241:1

11 f=l 25tゴ

海子

※豊田公民館

※田宇寸ちびっ子岩

城島公民館

※ i司 崎 小 学 校

※金出公民館

ふじみ野団地集会所

土屋小学校

※ /fyR三日主告白
波松延小学校

金目小学校

※みずほノ」、世校

※_l-)[訟E:J塚市営{主宅

移動図書繋館あおぞら号 3 寺El緩谷
町

)-m席
涜
木
立
地
一
一

原
町
)

マ
詩
応
募
卜
三
占

・1
席
「
人
形
」
武
山

子
(
真
f
f
J
)

・
2
席
「
ふ
た
り
」
巾

ょ
の
(
小
鍋
島
)

・3
席
辺
主
主
主
一
刀
)
山

(
入
野
)

・
伎
作
杉
山
美
知
夫
(

島
)
、
宮
林
良
行
(
諏
訪
町
)
、

尾
守
造
、
復
M

地
ば
壮
美
(
平
塚
)

臼本情緒の探求「陶芸蓄に親しもうJ

陶主を幕礎から学ぶコ

・[ヨ科手 2 TJ 20 r-J (、 3fj 5 fl (士)、 19 
11ァ)

・時間 同時30汁 ~2()日子30汁

守吋象均年初人 J申;~:tlj>

e 本寸来ヰ意:t 2 ， OOOí-'~ 

三、 f木貧富田 ?号j居健三【}

、、青少年金舘

斐間町12---41 屯出f，:i2一一i029

これから日本ではとんな計画で字詰に出て

いこうとしているのか、人間を乗せる計画は

あるのかなどを紹介する。 2月 28日(巴)ま

弔

e ヂ佳景多日 t~産自 14日守、 158寺30タテ

日R寵臼 lHI字、 14日寺

火曜日学捜専 用

水 ω 木曙臼 学校・団体専用

七ー日曜日は、 9時から第 1問、第 2[i引の

盟察帯を同時発売する。

'観事室料 l人100円

・所要時間 l同45分

内体安宮臼 毎週月曜日

台博物鱈千 254 浅間町 12~'41 電話 33

5111 

ー開設時間 12時 30分~14時30分(ふじみ野

[奇士宮14時~15時〕 ※ E日は 15時~16時

雨天むときは中止

-
山
市
民
プ
ラ
ザ
(
電
話
お
六
一
一
一

二
も
〆

二
プ
」

{第

3
回
平
塚
の
食
丈
化
を
つ
く

る
}

，
期
間

2
月
四
日
imω
日

{
羽
ひ
ら
つ
か
消
妨
時
間
}

E

期
間

2
月
お
日
1
3月
1
R

• 3月 5日〈土) ~6 日(日) 9 時~16時

「平環の野喜属」 松が託公民館

.3月四日(土) ~13日〈白) 9 時~16時

「事壌のJ都亦農」 神間公民館

世主霊を見る会「日食を主主ょうj

部分円禽を観窮する。ぐ参加問出〉

ー日時 3丹 18臼 (金)10時時30分

会場噂物館屋工

古体験学習「祐本暴を作ろうj

時 3月27H ([j) 10時時30分

明会場噂物館科空教宰

・材料費 700円

酌申し込み 3 f:118日(金)まてに仕複はカ、

きで。多数の場台は抽せんて 15人。

可フ。ラネタリウム「宇宙への道j

ど戸市への歴史は、アメリカとソヒヱいを中

心に展開し ζ きたが、最近は 11 も l'十胆から

汗されるになってさたG

合掌華湖特jJlJJi霊「詩苦手轄のシダ守護物j

湘地方に生息するわらび、ぜんまい、う

らじろなどのンダ1叩種類を膜ポし、その多

おな姿を紹介する。

期間 3月 12日(土) ~4 月 17 臼(日)

・会 場 噂 物 館 特別展ぷ空

古移動博物館

• 2 J-J20日 〈士 ~21日 (日) 9 時~16日手

rq"l塚の野鳥展J 構内公示諸官

2月27日(土) ~.2E 日(日) 9 時~16日

;平塚の遺跡展 j 閥次民貧富

[ 円 然 観 察寝Il日北公民館

こども震 火~ごと曙日 13時~16時間分

日曜日 9 時~-16時50分

台悼盤日 時週月曜日

す E自警察輯 乎 254浅間町12-41 電話31-0415

合こども校総会

QJ2丹21Eヨ(自 10時 、 日 時 3階ホル

「み毛のアンJ カラーアニメ27分

「ニルスのふしぎな冒噴l
カラアニメ29分

台敬喜覇昔話

。3丹13日(自 10時、 14時 3階示←ル

「春を呼ぶ瀬戸の小島j カラ 53分



〈ブ) 器召手063年 2，菩守おお

[摺耳目安軒聾}

盟対象満3か 月 以 上4歳ん満の乳幼

ノU

盤接種万出 開業主、病院で持機で

ぎる文にこぞ[(，;t:を

離料金無料

調保険証、母子健厳 F帳を持寺

輔食満 ] 綾 か ら 6歳未満の幼児

盟接届方法 開業医、病院で受けら

れる。接挿日は民間とこ相談を

鶴料金摂料

額保障託、母子健旗手帳を持害

主治慌の許E日を得てから参加を。

闇前期〈虹賑 6かまでの方)

3月 7日 妊娠中心体の変化と過こ

し万・在振体操

3月 14臼 妊娠中と産後む栄養・お

ちゃんの在顎

盟後期(妊娠 8か月以降の方)

3月22口 お患の寸すみ方と産後の

すごし・叩眠法

3月28日 お母さんと蔀ちわんの歯

の後:J:主ー赤ちゃんの育て

方ーおふろの入れ方

鰯時間ノ円愛工時30タ>~4 時

盟会場保瞳センター

鶴申し込み 当日直接会場へ

盟母子値騎手帳、筆記用具、スラッ

クス (7日と22日)、主らしと裁経

道具 (14日) そを持F寺

一員ちゃ
J〆沼阜市豊原町 4 高速道路

交通響察障にお勤めの出費イさん

(29議)と結花さん (26捷〉の長

男。身長72cm 体号室9.8kg、62年

2月四日生まれ。

いたずらですこい力持ちの 貿

ち乃んは、甘えん坊て照れやさ

たまに費実姉ちゃんは措)

の警のモを引っ張り泣かすととも

ある。何でもよく貴べ、白い剖離

もた会fさ。

ってく

7主民異動屈は、選挙、就学、国民年金、留民憧鹿楳

険、予防接種、印鑑証明などのもとになる重要なもの

です。住所が変わったときは必ず14日以内に届け出を

してください。

届け出bこは、その方の氏名、住所、異動した年月白、

かるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うその届け出をしたο、正当の理由がなく届け出をお

とたった場合は過料が科せられる場合があります。

潔担当 市民課市民異動部(電話23-1111内練236)

第 439号

盟対象 2 産量 6 か月までの~l;1;力児

盟 会 場 平 塚 樺 樺 所

瞳相説日 3月 7日、 14日

園時間午前 9 時~10時(受付〉

輔申し込み電話で平塚保韓所へ

予約する。

輯対象 3月中に 8か月から満 1歳

になる乳児の母親

輔自時 3月16臼 午 前 日 時 ~ 日時

盟 会 場 平 理 保 瞳 所

輔母子健購手帳と筆記用具を持書

施設案 内

。保健センター
中里34-17 電話34--0311

神奈中農業高校行パス「医癌

センター前」下車

。平塚保健所
豊原町 6-~21 電話32-013C

神奈中秦野行パス「追分」下

車

平塚ウインドオーケストラ ザパ7 <:r 

*スーパーマンのテーマ，ストレンジャーイン九〈コザ

フjレートクラブりリンクス恥 γンY~ .(コ
工3

・アイネクライネナハトムジーク， トリオソナc7 r，，，，.込，.， " 

アンサンブ11-，やよい 」吋rv;，，:，¥ J 
• 1王をこえて，真珠とりの歌

グルーヴィンサウンズオーケストラ
-エイブリルインパリス，ヘイバーナー

と 容 2月28B(B)1時却分餓演

ところ中央公渓鍍ホー)[，
入場無料

くユ
合

工守
〈ヨ
合

担 当 中央公民館(電話34-2111)
栗 涼 恭 子 さ ん の 作 品 ( 袖 ケ 浜 )



(8) 量百辛063年 2月守 5日

初
心
者
を
対
象
に
、
手
話
通
訳
者

を
聾
成
す
る
た
め
の
手
話
講
習
会
が

開
か
れ
る
。

{
撞
祉
韓
務
謀
に
よ
る
講
習
会
}

マ
ヨ
程

3
月
1
日
(
う
お
臼
ま
で
の

毎
週
火
、
金
曜
日
門
了
全
8
出

・
時
間
午
後
6
時
3
8時

マ
会
場
市
投
所
C
会
議
宰

マ
定
員
却
人

マ
申
込
先
撞
祉
総
務
課
車
生
福
祉

探
(
内
線
二
一
一
一
)

{
手
話
サ
ー
ク
ル
七
夕
舎
に
よ
る
議

議
宜
}

7
日間憎

3
月
l
日
1
四
日
ま
で
の

毎
週
火
曜
円
・
全
5
問問

e

時
間
同
午
後
2
時
加
分
3
3時

守
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
加
入

マ
申
込
先
平
城
市
社
会
福
祉
協
議

会
戸
電
話
担
二
三
一
一
二
一
一
)

・
申
込
期
限

2
月
四
日
(
月
)

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
(
墾
話

。
四
六
十
ハ
訂
-
二
一
一
)
で

は
、
一
般
県
民
を
対
象
と
し
た
次
の

講
座
を
聞
く
。

銭 439雲

ー

紅

谷

パ

ー

ル

ロ

f

i
ド
、
湘
南
ス
タ

ー
モ
!
ル
に
続
い
て
、
西
口
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

i
ル
も
完
成

し
、
開
机
制
周
辺
は
大
変
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
生
ま
れ
変
b
っ
た

街
を
利
一
周
し
て
、
市
民
が
お
互

い
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、

ま
た
楽
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が

で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
計

画

さ

れ

て

は

い

か

が

で

す

か

。

ン

ト

企

富

運

営

委

員

会

」

が

ス

化

し

て

い

く

た

め

の

護

杭

ド

ラ

〈A

商

問

厳

格

一

局

菊

枝

さ

ん

〉

タ

i
ト

し

ま

し

た

。

マ

の

よ

う

な

も

の

で

あ

る

た

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

湖

南

上

曜

夜

市

や

遡

南

フ

ァ

め

、

A
Z世
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

お
答
え

一

モ

ー

ル

な

ど

、

新

ツ

シ

ヨ

ン

ウ

ィ

ー

ク

、

際

問

問

友

声

援

を

お

願

い

し

一

ま

す

。

し

い

舞

台

を

活

用

し

、

街

に

に

好

フ

ェ

ア

!

な

ど

の

新

レ

い

催

中

心

街

は

市

民

の

告

さ

ん

の

ぎ

わ

い

を

生

む

イ

ベ

ン

ト

事

業

し

物

が

検

討

さ

れ

て

お

り

、

一

一

一

触

れ

合

い

の

場

で

す

。

市

と

し

は

大

切

な

課

題

で

す

。

月

末

か

ら

年

閣

を

過

し

て

開

催

て

は

、

四

季

折

々

、

皆

さ

ん

が

一
月
に
十
九
人
の
商
府
会
長
と
、
そ
の
も
と
に
二
十
五
人
の
さ
れ
る
予
定
で
す
。

で
一
構
成
す
る
「
中
心
荷
庖
街
活
青
年
窃
業
綬
営
者
な
ど
で
構
成
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
イ
ベ
ン
ト

性
化
事
業
連
絡
総
整
会
警
す
る
笑
践
組
織
「
中
心
街
イ
ベ
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
街
を
活
性

{
鼠
際
交
流
の
つ
ど
い
}

マ
日
時

2
月
幻
自
(
土
)
午
後
Z

時
却
分
5
4時

マ
会
場
県
立
掃
人
総
合
也
ン
タ
!

?
対
象
一
般
県
民
剖
入

マ
テ
!
マ
各
富
夫
婦
事
情
(
話
し

ム
仰
い
)

マ
申
込
先
同
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整

班
(
内
綿
一
一
一

O
)

{
女
性
問
題
課
題
講
産
}

マ
日
程

3
月
5
日
(
土
)
3
6
B

(
日
)

*
一
昨
間
午
前
刊
時
却
分
ら
午
後
3

き
O
〉

E
F
3
チ

守
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
一
般
県
民
五
百
人

マ
テ
マ
ポ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
の

時
代
(
ミ
ニ
講
揖
会
と
話
し
合
い
)

マ
申
込
先
問
セ
ン
タ
ー
生
涯
学
習

部
(
内
綿
五
六
一
)

{
お
母
さ
ん
の
ト
う
パ
ユ
〕

マ
日
時

3
月
日
日
(
金
)
午
前
日

時
L
午
後
3
時

寸
会
場
県
す
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
対
襲
一
般
県
民
(
就
業
を
希
望

す
る
方
)
百
人

マ
テ
ー
マ
子
供
の
教
育
と
再
就
職

(
話
し
合
い
)
ほ
か

マ
申
込
先
向
セ
ン
タ
ー
婦
人
労
働

部
(
内
綿
五
回
三
)

県
立
鶴
見
高
等
職
業
技
荊
授
で

は
、
昭
和
田
年
度
前
期
の
職
業
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
る
。ベント

マ
コ
ー
ス
表
具
内
装
加
入
、
イ
ン

テ
リ
ア
施
工
却
人
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア

サ
3

ピ
ス
白
人
、
建
築
設
許
四
人
、

ピ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
甜
人
、

7
募
集
締
め
切
り

3
舟
5
日
(
土
)

門

V

試
験
日

3
持
団
日
(
木
)

マ
問
い
合
わ
サ
先
同
校
(
電
話
。

凹
五
五
七
三
二
一
一
一
一
一
)
ま
た

は
型
車
一
公
共
職
業
安
定
濡
(
電
諾
目

。一

0
0
)

マ
日
程

2
月
山
日
(
月
)
、
制
口

(
水
)

・
時
間
午
栓
6
時
1
8時

マ
会
場
湖
南
労
働
セ
ン
タ
ー

マ
テ
!
マ
と
講
柿
①
宙
俸
の
労
働

経
済
惜
勢
に
つ
い
て
横
浜
市
Jd大

学
教
回
世
内
訳
友
吉
氏
②
四
年
春

季
賃
上
げ
闘
争
の
特
徴
ど
畏
望
に
つ

い
て
読
売
新
聞
論
説
委
員
老
川

祥
一
氏

ヤ
申
込
克
県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー

(
電
話
。
四
六
七
時
一
一
じ
+
)

一
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

市
で
は
、
昭
和
田
年
度
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
叩
人
を
、

3
月

5
日

(
土
)
ま
で
募
集
し
て
い
る
。

マ
応
募
資
格
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
①
市
内
在
住
で
叩
歳
以

上
心
女
性
②
モ
ニ
タ
ー
会
議
、
研

静
主
に
出
席
で
き
る
方
③
荷
一
費
物

買
の
臨
売
を
し
て
い
な
い
万

マ
謝
礼
年
額
一
万
八
千
内
マ
問
い
合
わ
せ
先
放
送
大
学
本
部

中
問
い
合
わ
せ
先
地
場
づ
く
り
課
(
電
語
。
四
七
二
百
五
一
一
一
)

市
民
生
活
保
(
内
組
二
六
三
)

県
立
平
岡
部
商
業
高
校
で
は
、
昭
和

田
年
度
の
定
時
制
生
徒
を
募
集
す

る。マ
募
集
人
員
商
業
科
加
入
、
普
謹

科
的
人

マ
受
付
期
間

3
月
3
臼
(
木
)
3

8
日
(
火
)

マ
試
験
日

3
月
日
日
(
火
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
立
平
塚
商
業

高
校
定
時
制
(
電
話
出
土
一
一
一
7
八
五
)

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
昭
和
田
年

度
第
4
回
個
人
向
け
融
資
の
受
け
付

け
宇
佐
開
始
し
て
い
る
。

マ
種
類
…
融
住
宅
建
設
資
金
、
建

て
売
り
住
宅
購
入
資
金
、
マ
ン
シ
ョ

ン
購
入
賞
金

マ
募
集
期
限

3
月
4
日
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
住
宅
金
融
公
庫

東
京
支
し
所
(
電
話
回
二
六
O
i
一

二
三
内
綿
均
)

放
送
大
学
で
は
、
昭
和
田
年
産
話

1
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
る

0

7
募
集
孔
口
一
貝
全
科
摺
静
生
七
千

人
、
選
科
履
悟
生
・
科
目
時
時
生
・

持
作
生
各
一
万
人

マ
募
集
期
阪

2
丹
四
日
(
月
)

3月末から開催。ご声援を

神
奈
川
県
医
瞳
福
祉
振
興
協
議
会

で
は
、
法
藤
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ

る
瞳
祉
震
時
担
説
会
を
開
く
。

マ
日
時

2
月
四
日
(
丹
)
午
前
日

時
3
午
後
3
時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
協
議
会
湖
南

関
湘
地
区
実
行
委
員
会
(
電
話
汎
l

O
五
二

O)

完成したばかりの西口公務滋り

ス

神
奈
川
県
様
性
医
協
会
(
電
話
。

四
五
四
五
一
一
一
+
…
四
…
一
)
で

は
、
制
一
時
品
問
翼
手
過
し
て
韓
両
肢
を

崩
け
る
鰭
麗
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
電
子
両
)
四
五
四
五
一
一

l
一
一
二

三
)
を
実
施
し
て
い
る
。

7
2
月
の
テ
マ
(
月
)
神
経
科

白
上
手
な
か
か
り
方
、
(
火
)
指
し

ゃ
ぶ
り
と
爪
か
み
、
(
水
)
歯
科
治

瞳
と
高
血
ぽ
、
(
木
)
ひ
ぴ
・
あ
か

ぎ
れ
の
話
、
(
金
)
お
年
寄
り
と
前

立
膿
肥
ト
ヘ
、
(
土
・
口
)
部
展
わ
換

気
を
し
よ
う

晶
た
た
か
い
い

¥
V
%麟

こ

こ

ろ

v

/む
輔
噛

(
敬
称
略
)

寸
社
金
需
祉
基
金
へ
・
一
一
一
蓋
樹
腸

労
骨
組
合
平
塚
支
部
十
二
万
五
千

三
百
円
、
興
和
電
設
十
万
円
、
勝

又
美
畳
盟
五
百
五
円
、
平
域
食
肉

セ
ン
タ
ー
一
一
一
千
六
百
九
円
、
小
林

高
居
一
万
七
百
七
円
、
田
代
目
梅

子
一
一
万
円
、
人
見
金
一
一
下
七

百
五
十
六
円
、
江
藤
商
思
四
千
一

百
十
七
月
、
サ
カ
エ
ヤ
事
務
所

万
四
千
四
百
九
十
四
円
、
和
田
ム
メ

子
五
万
円
、
神
奈
川
県
生
命
保
険

協
会
八
?
一
万
円
、
立
百
産
業

三
?
四
百
六
十
六
月
、
片
岡
O

一

万
円
、
福
祉
会
館
四
千
四
百
二

γ

八
円
、
菅
間
金
一
一
一
一
一
万
円
、
著
名

会
教
団
小
田
原
支
部
支
部
長
紙
持
恭

五
万
円
、
ご
み
の
資
糠
化
フ
ェ

ア
3

実
行
委
員
会
十
二
万
五
千
四

百
五
十
円
、
平
塚
市
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
連
議
会
第
口
開
九
百
八
十
円
、

ご
み
の
資
調
化
フ
ェ
ア
l
吉
本
コ

ナ
1
収
益
金
六
万
一
一
壬
ハ
ヲ
ァ
十

七
円
、
ひ
ま
わ
り
む
全
一
万
円
、

福
祉
会
館
老
人
セ
ン
タ
ー
利
用
者

一
平
一
一
百
五
十
円
、
木
も
れ
場

一
一
万
五
千
三
百
八
十
円
、
パ
ブ
弼
パ

ー
テ
J
1
事
加
者
五
千
円
、
和
田

利
産
七
千
八
百
五
十
二
円
、
熊
沢

武
司
七
千
円
、
中
村
伝
五
郎

千
円
、
福
祉
部
五
百
六
十
五
円
、

共
和
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
+
万

八
千
百
四
十
六
円
、
つ
く
し
看
護
婦

家
政
措
紹
介
所
-
万
円
、
久
木
町

行
雄
寸
万
円
、
鈴
木
源
次
郎
一

万
円
、
若
あ
ゅ
の
会
三
万
一
千
二

百
五
十
一
円
、
富
弱
電
気
工
業
一

万
五
千
七
百
九
十
七
円
、
小
清
水
ツ

ヤ
子
三
千
円
、
苧
環
高
等
職
業
技

開
校
一
万
三
千
一
一
一
自
立
一
十
七
円
、

機
久
子
一
万
円
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

社
員
一
同
斗
l
E
万
六
千
九
百
六
十

三
円
、
平
理
キ
リ
ス
k

教
女
一
ナ
青
年

金
一
万
五
千
円
、
湘
関
商
友
会
七

万
六
千
四
百
円
、
梶
原
産
院
一
千

六
百
九
十
八
円
、
匿
名
五
千
二
百

円
、
一
階
堂
登
美
夫
一
万
九
千
八

十
九
円
、
江
南
交
通
・
間
話
業
員
一

同
三
万
五
千
六
百
四
十
円

マ
社
金
福
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫
一
一

千
円

マ
恵
ま
れ
な
い
子
へ
・
丈
野
小
苧

校
児
童
全
二
万
二
千
四
百
二
十
六

円
、
磯
崎
勉
一
千
円

マ
交
通
轟
児
へ
・
日
産
車
体
工
機

部
型
治
具
設
計
課
二
万
じ
千
二
百

八
十
一
円
、
野
ぷ
妙
子
十
コ
一
間
三
、

平
塚
八
ブ
テ
ス
ト
教
会
一
万
円

県動物{呆護センタ (者三iS.58-3411)では、

今回も次の日揮で飼えなくなった犬、描の巡回

収容を行う。

当日、;えを出される"は、印鑑、犬の鏡札、

花射揖望、霊犬手帳を持参し、描については、

麻袋かダンボール箱に人れていただきたい。

なお、収容車の停端時間は10分間。

また、犬、描につい J心者情、相談や野二えの

措撞依頼も同センタ へ。

3月5S (ニ土) 3月128(ニ主)
9 : 00 神田公民館 9 OC 松原公民館

9 : 25 大野公民館 9 : 20 漬賀公民館

9 ; 50 鐙回公民館 9 : 40 :{B.水公民館

10 : 10 域島公民館 10 00 寓士見公民舘

10: 30 金田公民舘 ]0: 30 中原公民館

10 叩岡崎神社前 10: 55 旭公民臨

11:10 金自公民館 11 : 15 吉沢公民館

く〉日穆(2}寺-3月)

2月23H(火)10時~15時平塚駅北口/27 日(

10時~12日宇 土壇公民館、 13時 --15時古沢公民

舘/3月工口(火) 10時~15時平塚駅北口/7 日

(月) 10時~15時 1¥ーフ&トッブ/9臼(水) 9 

時30分~11時平塚駅北口

く〉ご揚力ありがとうござ いましたは月)

平塚駅北仁J64本、紅谷パールロード80本、平塚駅

南口30本、日本たばこ産業43本、エフコ30本、ウス

ミハム48本、白河電工196本、策士チタン工業24本、

伊藤製ハン26本、溝製作所20本、オジエン宇ル写真

工業39本、平塚市役所129本 計 729本

つ つがす A りてんォいて 〆君臨、 きこ末 もい君つ級ク学と
力、病てむ ~c ~ -.， v:t 。主立重し 円、必援強瀦払 なじ試とあ、はて委ラ校日乎 A

ら警主言語五言語会三曹京 」訟鐸欝 1)(0)量皇警225義昌言そ景写吉
い¥、っしてに=訴ま olroミ犠!..~~演「 まプ数がせ期のの」 刀、色 1

詰詳民団汗ごた控室彦容空医長fZZき名告訴最
強奇書。主主主思議壁雪E合瀬臨時欄識課員毒畠ヰ弓言語主義主音元暴
ヨ|ては く授のわでまま鷲激."..，""'-ι 忠弘晶弘迎が牙日の 」と に玄"，0 ，"~ 
にいみ な痛でかあれせ校し iE韓基主義 謂言語鎧普通えでを期 ζ 担 A と学 生

言栢; s -cのば も続く供そ z 縁V 常議;1'鳴振F 駕 徐r中 A こし人忍らのこい が主差

是主主会出雲苦言三重書記足 一一教育研究所 33)5535- :g君EZ宅雪妻賢主さ語二言
電器虫議予言言き ~~~2t~ 1蔓等生A君 言奪全言語雪言語芸品宮里空
おさま貧富義語尺ZE是ぎ怒っや主て は い 殺 しそ幸吉守主主警皇宅整ぞ警三
まかれ堂りさに悟のiJ:の承るたら言はやとがそたきり練、。こし小ずに、ま γ
芝主民苦手ま』毛筆子高子言句告示~ t; 0，雪き話。ま岐古努会等一三五草害支言
。 u 登 怠。く捻と。と。ったてととなやこ Tf:二 ρこたをにきさないな レ

校 け れ繕呼 て父た子 いはいつとさ凡 Cの。お対たにがういと た


	マルチ 139
	マルチ 140
	マルチ 141
	マルチ 142
	マルチ 143
	マルチ 144
	マルチ 145
	マルチ 146

